
●４年目を迎えた看護リカレント教育センター
　看護職にリカレント教育の機会を提供することにより、地域医
療の高度化と看護の質向上を図るとともに、看護学における研
究成果を地域社会に還元することを目的に開設された本セン
ターは 4 年目を迎えました。
　活動の一つである在宅ケア分野の認定看護師教育課程には、
今年度も全国各地から 24 名の研修生を迎え入れました。新た
に開講した感染管理分野の認定看護師教育課程にも、県内医療
機関の看護師を中心に 11 名が入学しました。
　また、認定看護師教育のみならず、保健師や介護職といった
多様な保健医療福祉職を対象に、大学と地域の往還による生涯
学習の機会を提供しています。
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●2022年度の取り組み
１）「在宅ケア特定認定看護師の誕生」
　�　2022 年 3 月に在宅ケア分野の認定看護師教育課程を修

了した第 1 期生は、10 月に実施された公益社団法人日本看
護協会の認定看護師認定審査に全員が合格しました。この資
格を有する者は全国で 53 名おり（2022 年 12 月末現在）、う
ち本センターの修了生が 21 名で、11 名が徳島県内の訪問
看護ステーションや病院の入退院部門で勤務する看護職です。
徳島県は、この資格を有する在籍者数が全国の中で最多とな
りました。

　�　専門性の高い在宅ケア分野の特定認定看護師がその力を

結集し、徳島県の地域医療・看護の質向上を図るとともに、全
国の地域医療に携わる看護職の牽引役となって活躍していく
ことが期待されます。

２）修了生を対象としたフォローアップ研修
　�　本センタ－は、大学の知を持って地域へ戻った修了生が、

地域・臨床の課題を持って再び大学に帰ってくる「学び直しを
継続すること」、大学と地域・臨床が連携し「学びの場を形成
していくこと」をめざしています。高度な実践ができる看護師で
あり続けるために、2022 年度はホームカミングデーと位置づ
け、修了生を対象にフォローアップ研修会を開催しました。

３）「とくしま発・在宅ケア学」の開講
　�　徳島県をはじめ全国の看護職を対象に「とくしま発・在宅ケ

ア学」と題した公開講座を開催しました。とくしま発の先駆的
な取り組みやモデルとなる活動を展開していくことをめざし、9
回シリーズで延べ 826 名の参加がありました。

４）「感染管理にかかわる看護職のための研修プログラム」の開催
　�　県内保健所保健師や感染管理認定看護師を対象に、感染

管理および健康危機管理業務の対応力向上をめざした研修会
（4 回シリーズ）を開催しました。医療統計やフェーズに合わせ
た疫学調査の手法について
講義・演習を受け、N95 マ
スク定量フィットテスター等
を用いて指導のポイントを
学ぶといったプログラムを
開催したところ、延べ 259
名の参加がありました。

 
５）感染管理分野の認定看護師教育課程開講に向けた準備
　�　COVID-19 や多剤耐性菌など新興・再興感染症による脅威

に対し、感染予防・管理・監視を行える能力を身に付けた専
門性の高い看護職の育成は、地域の医療機関からのニーズ
が高く喫緊の課題でした。そこで「知と人材の集積拠点」であ
る本学において、徳島県や徳島県看護協会、地域の医療機
関や大学病院と連携し、高度な専門知識と技術を持った認定
看護師の人材育成をすることとしました。キックオフセミナー
や入学説明会を開催したところそれぞれ 160 名と 87 名の参
加がありました。パンデミックや災害等の緊急事態に対応でき
る能力、院内にとどまらず高齢者施設等と地域連携をして高
い能力を発揮できる感染管理分野のフロントランナーを養成
します。

●地域医療の持続的な発展に向けて
　社会人が再び学ぶための「リカレント教育」や就業に必要な技
能を再び学ぶ「リスキリング教育」は、国の重点課題となっていま
す。本センターは地域にある大学として、ニーズに応じた高度
な看護人材を育成し定着させ、地域医療・ケアの質向上と持続
的な発展に向けて引き続き役割を果たしてまいります。

■ 看護リカレント教育センター長　

　山下　留理子
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